
神奈川県「福祉を科学する」シンポジウム

当事者研究とコ・プロダクション

熊谷晋一郎
東京大学先端科学技術研究センター

東京大学多様性包摂共創センター
1

日時：2025年8月24日(日) 
場所：神奈川県庁大会議場
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2009年11月
東京大学先端科学技術研究センター
バリアフリー分野 特任講師

2015年 4月
東京大学先端科学技術研究センター
当事者研究分野 准教授〔現職〕

2017年 4月 東京大学バリアフリー支援室長〔現職〕

2024年 4月
東京大学先端科学技術研究センター
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脳性まひという
障害をもっています

電動車いす(Storm 3)に
乗っています

幅: 63 cm 高さ: 98 cm
奥行き: 110 cm
重さ: 140 kg



1970年代：健常者に近づかなくては
社会で生きていかれない



どこに「しょうがい」は宿るか？

インペアメント
impairments

社会環境
Social Environments

医学モデル社会モデル

ディスアビリティ
Disabilities

障害者権利条約前文
「障害（disability）が機能障害（impairment）のある人と態度及び環境に関する障壁との相互作用であって、
機能障害のある人が他の者との平等を基礎として社会に完全かつ効果的に参加することを妨げるものから生ずる
ことを認め・・・」



Bishop-Fitzpatrick et al. Journal of Autism and Developmental Disorders, 2013

多数派と異なる認知行動の改善が
アウトカムとされやすい



• 社会適応

• 行動技能・社会技能

「自閉症を歴史の本の言葉に」

「どんな家族も自閉症と暮らす必要がなくなる世界を」

(Autism Speaks, 2007)

アレルギー
意図しない体の動き
胃腸の不調
感覚に対する敏感さ

「自閉症の人々は人と関わる独特のスタイルをもってい
て、これはまわりから浮かない」ように修正されるべき
なのではなくて、尊重され、正当な評価されるべきもの
だ

（ANI, 2000）

当事者の治療ニーズ 周囲の治療ニーズ
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自閉スペクトラム症(ASD)における当事者と周囲の人々
のニーズの違い

Bagatell, N. (2010). From Cure to Community: Transforming Notions of Autism. Ethos, 38, 33-55.



• ASDに合併しやすい医学的疾患には、アレルギー、不安、便秘、胃食道逆流症(GERD)、片頭痛、

中耳炎、鼻炎、副鼻腔炎、睡眠障害などがあり、これらは、強度行動障害の原因となりうる。
Edelson S.M., Johnson J.B., editors. Understanding and Treating Sleep Disturbances in Autism. Jessica Kingsley Publishers; London, UK: 2022.

Edelson S.M. Comparison of autistic individuals who engage in self-injurious behavior, aggression, and both behaviors. Pediatr. Rep. 2021;13:558–565. 

Edelson S.M. Overview of various treatment approaches and their impact on several difficult-to-treat conditions. Autism Dev. Disord. 2020;18:38–45.

Chakraborty P., Carpenter K.L., Major S., Deaver M., Vermeer S., Herold B., Franz L., Howard J., Dawson G. Gastrointestinal problems are associated with increased repetitive behaviors but not social communication difficulties in young children with autism 

spectrum disorders. Autism. 2020;25:405–415. 

• 月経痛の時期に攻撃性、自傷、癇癪などの行動上の問題が増加する。
Carr E.G., Smith C.E., Giacin T.A., Whelan B.M., Pancari J. Menstrual discomfort as a biological setting event for severe problem behavior: Assessment and intervention. Am. J. Ment. Retard. 2003;108:117–133.

行動

過去の記憶
（歴史）

環境

内受容感覚

結果
（報酬／罰）

内受容感覚と強度行動障害



いくつかの研究助成ファンド
（例えば、NIHR Research 
for Patient Benefit 
funding stream、特に
Programme grants）は、研究
者に対して、ユーザーをどの
ように研究に関与させる計画
を立てているかを示すように
求めている。National 
Research Ethicsの応募
フォームでも、この情報は求
められる。ユーザーが関与し
ていない箇所については、そ
れに対する明確な正当性を研
究者は示さなければならない。

• 研究の優先順位が民主的に決められ
ることはめったになく、学術研究者、
製薬会社など、患者以外の利害関係
者が、研究テーマを決めてしまう傾
向にある。

• 治験で採用される効果判定尺度は、
実際に薬を飲むことになる患者の関
心からずれている可能性がある。

①治療抵抗性の統合失調症への対処法
②再発徴候を早期に発見するために必要な訓練
③重度の精神疾患患者に対する外来強制治療の是非
④抗精神病薬による性機能障害への対処法
⑤支援付き就労の利点
⑥抗精神病薬の有害性は利点を上回るか？
⑦精神病エピソードを入院で治療することは在宅で治療するのと比べどんな利点がある
か？
⑧統合失調症患者の身体的健康をモニターすることの利点とコスト
⑨入院治療、ACT、急性期デイケア等の社会的・臨床的・経済的アウトカム
⑩統合失調症の体重増加はどう対処すれば良いか

当事者が求める研究課題トップ10 James Lind Alliance

(Lloyd & White, Nature, 2011)

臨床研究の民主化



専門家がつくる物差し



みんなでつくる物差し



フォーカスした情報をたくさん摂取する
＝差異に気付きやすい



シソ科オドリコソウ属

ラン科：ネジバナ

ヒメオドリコソウホトケノザ

タデ科：イヌダテ

マメ科：カラスノエンドウ

【紫の雑草】
科学的、図鑑的な

カテゴリーによって

承認が得られることもある
当事者研究は既存の科学的言説を

排除しない



主観的
世界

(記号内容)

主観的
世界

(記号内容)

無媒介的
には共有
されない

主観的
世界

(記号内容)

主観的
世界

(記号内容)

記号表現
言語
工作
音楽
演劇…

共有さ
れた！

共有さ
れた！



ASD者のカテゴリー化の特徴

•典型度の高い例の場合には、カ
テゴリー化の能力にASD者とTD
者とで有意差はない。

•典型度の低い例に対するカテゴ
リー判断については、ASD者は
TD者に比べ、不得意。
(Gastgeb, 2006)

典型例

非典型例

非典型例
非典型例



経験に合った言葉(記号表現)が流通していない
参考：解釈的不正義（ミランダ・フリッカー）

• 産後うつやセクシャル・ハラスメントといった言葉ができる以前、女性
たちは自分たちの経験を単なる個人的な問題や“気のせい”としてやり
過ごさなければならなかった。

• 「ある人の経験の重要な一部が、解釈的周縁化のために集合的理解から
暗まされる不正義」（Fricker 2007: 158）



当事者研究

• 日常言語をはじめとする記号表現は、我々が自分の経験を理解・
共有するために不可欠。

• しかし、世の中に流通する記号表現は、多数派の経験を表しやす
いようにデザインされている。（建物や制度が多数派向けにデザ
インされているのと同様）

• そのため、未だに理解・共有されないマイナーな経験が数多く存
在している(認識的不正義)。

• 当事者研究は、マイナーな経験を表す新たな記号表現を共同制作
する取り組み（記号表現のユニバーサルデザイン）
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『発達障害当事者研究
―ゆっくりていねいにつながりたい―』
（医学書院,2008）

当事者研究の手法を用いて、
従来、対人場面における行動表出の傾向に
ついて「コミュニケーション障害」という
他者視点の形で記述されてきたASDを、
対人関係以前の感覚運動経験に基づいて
記述しなおし、ASDに関する新しい仮説を提案。

自閉スペクトラム症（ASD）の当事者研究



解釈的不正義（Hermeneutical Injustice）→当事者研究
抑圧された人々が自らの経験を意味付ける記号表現（概念やフレーズ）を生み出す空間
から排除され（解釈的周縁化）、それゆえにそうした人々の経験を意味付ける記号表現
が社会の中で流通しない状況。

証言的不正義（Testimonial Injustice）→コ・プロダクション
聞き手が、偏見のせいで話し手の言葉に与える信用性を過度に低くしてしまう状況。

対象物や人物、出来事や行為、状況などを表す概念やフレー
ズといった解釈資源を発明したり、それを用いた証言を通じ
て異なる人々が互いの経験や知識を伝達したりする営み（広
義の研究）から一部の人々が排除される不正義

認識的不正義



専門家と当事者のアプローチのずれ

身体障害
（Dejong, 
1979）

自閉スペクトラム症
（Bagatell, 2010）

精神障害
（Leamy et al., 

2011）

依存症
（Kelly et al., 

2020）

専門家

健常者の体に近
づけること

多数派のコミュニ
ケーション様式に添
わせること

閉鎖的な病院の中で
幻覚や妄想といった
症状を取り除くこと

薬物やアルコールを
やめさせること

当事者

障害者運動

建物や道具、制
度などの社会環
境をアクセス可
能にすること

神経多様性運動

自分たちにとって快
適なコミュニケー
ション様式
（autistic 
sociality）を実現す
ること

リカバリー運動

症状が治まらなくて
も地域社会に出て、
人々と関わりをもち
未来に希望をもって
責任ある人間らしい
暮らしを営むこと

自助グループ

使ってしまう背景に
ある自分の癖や傷つ
きを語り合うこと



協働は社会にとって有益なだけでなく、
よい研究にもつながる

(Nature, 2018; Durose et al, 2018; Hicke, 2018) 

共同創造 Co-production

「財やサービスを利用する人
が財やサービスをデザインす
るのに最適な人材だ」という
原理に基づき、専門家と市民
が互いの資産、資源、貢献を
よりよく利用して、より良い
成果と/や効率性の向上を達成
すること
Bovaird, T and Loeffler, E (2013) The Role of Co-production for 
Better Health and Wellbeing in Loeffler, E., Power, G., Bovaird, T 
and Hine-Hughes, F., (2013) Co-production of Health and Wellbeing in 
Scotland. Governance International.

Involving users in the research process: A 
‘how to’ guide for researchers
Created by Sophie Auckland, BRC User Involvement 
Manager.BRC Guidance: Involving users in research. Version 1. 
April 2010.



共同創造を大学内に実装する試み

年 できごと

2012年 自閉スペクトラム症の研究員を当事者研究者として東京大学先
端科学技術研究センターで雇用

同研究プロジェクトで当事者研究ネットワークを構築

2015年 東京大学先端科学技術研究センターに「当事者研究分野」設立

2018年 東京大学本部予算でユーザー・リサーチャーを5名雇用（発達障
害、知的障害・依存症、聴覚障害）

2019年 インクルーシブ・アカデミア・プロジェクト始動

仲間と経験を持ち寄り研究する方法

当事者研究ワークシート

ワークシートを使いユーザー・
リサーチャーが自らの経験をも
とに研究テーマ立案（正面に音
声認識による文字通訳）

知識生産の方法をを学ぶ
（研究員がユーザーリサー
チャー向けに研究方法を分
かりやすく解説）

新しい職種である当事者研究者
の就労環境の課題と対処法に関
するミーティング（PIや大学へ
の改善提言につなげる）

①経験を起点に研究
テーマを決める

②研究方法を学ぶ ➂燃えつき・孤立・
巻き込まれ予防



唯なおみ
ユーザーリサーチャー

藪謙一郎
特任研究員

牧野麻奈絵
ユーザーリサーチャー・

大学院博士課程

熊谷晋一郎
教授

廣川麻子
特任研究員

菊野弘次郎
ユーザーリサーチャー

綾屋紗月
特任教授

並木重宏
准教授



2024年4月1日、”Nothing about us, without us!”を合い言葉に、
多様な人々が公平に包摂されるキャンパスと社会のコ・プロダクショ
ンを目指す、東京大学多様性包摂共創センター（Utokyo Center for 
Coproduction of Inclusion, Diversity and Equity）が設置される

• 各分野に散在するDEI関連研究を行う約50
名の研究者を糾合した「DEI研究部門」

• マイノリティ構成員の包摂を実現する「DEI実
践部門」

• 学外のマイノリティ・コミュニティの声を届ける
「当事者評議会」

• 実践部門、研究部門、当事者評議会、学外機
関を繋いで、当事者・ニーズ主導で知識、技
術、教育教材等をコ・プロダクションする
「DEIイノベーション戦略室」

https://include.u-tokyo.ac.jp/組織構成

研究の共同創造を大学内に実装する試み

https://include.u-tokyo.ac.jp/


自閉スペクトラムの当事者研究と共同創造

自然言語処理による
自閉スペクトラム症
者の語りの分析

自閉スペクトラ
ム症者のパーソ
ナルスペース

自閉スペクトラム
症者のボディイ

メージ

自閉スペクトラム症
者の触覚情報処理

自閉スペクトラム
症者の声の制御

新学術領域：構成論的発達科学
（平成24年度～平成28年度）

JST/CREST：認知ミラーリング
(H28.12-R4.3)

JST/CREST：認知フィーリング
(R4.10-R10.3)



おとえもじての当事者研究

• 設立当初、専門家たちは、コミュニケー
ション障害のある自閉症者同士では
グループ運営は無理だと言っていた。

• 安心できる独自のファシリテーション
マニュアルを当事者同士で作製

• コロナ以前までの約10年間、安全に運営

URL：https://otoemojite.com/video/

ニューロダイバージェントの当事者研究グループを運営(2011～)



2011.8.10 20 When I am regarded as tiresome person.
What kind of method would be effective when you would like to put yourself tired and unable to go to work?

2011.8.22 21 Let's think about communication rules for you to follow easily
2011.9.12 18 Research on whether your impression of things is similar with others'.
2011.9.28 16 What does it feel like that you can't get rid of things?
2011.10.3 28 How can you become attractive for the opposite sex
2011.10.17 21 Trouble in communication on the internet
2011.10.19 19 I can't be happy-go-lucky
2011.11.7 20 Self-esteem improvement
2011.11.16 15 Why do thoughts fly away?
2011.12.12 18 When I have difficulties in customer service
2011.12.21 21 I can not speak at all!!!
2012.1.18 21 Research on acceleration mode of emotion
2012.1.30 24 My roller coaster syndrome
2012.2.15 26 Rethinking "Repetetive behaviours"
2012.2.27 30 Changes in sexual orientation after electric shock treatment
2012.3.12 27 [Memory series] remember too much
2012.3.21 21 [Memory series] recall too much
2012.4.2 20 [Memory series] remember too little
2012.4.18 22 [Memory series] forget too much
2012.5.7 31 [Memory series] Summary 1
2012.5.16 26 [Memory series] Summary 2
2012.6.4 16 Hypersensitivity and skinship (female only)
2012.6.20 24 What is it like "getting tired"?
2012.7.2 18 The painful ruminative thoughts that starts when alone
2012.7.18 16 Looking back on this year (first year)
2012.8.6 12 When alcohol helps you, when it annoys you.
2012.8.22 14 [Living with others series] living with parents
2012.9.3 14 [Living with others series]  living with friends
2012.9.19 16 [Living with others series] can you secure your own time and space?
2012.10.1 14 [Living with others series] living with partners
2012.10.17 15 [Living with others series] I do not know "my character (self-image)"
2012.11.5 18 [Living with others series] living alone
2012.11.21 11 When you can or can not concentrate
2012.12.3 14 What is it like "feeling restless"?
2012.12.19 12 What is it like "having difficulties in schedule management"?
2013.1.7 17 What is it like "unbearable loneliness"?
2013.1.23 10 Uncomfortable to masculinity and femininity
2013.2.4 21 I can not hear well

Date  Number  Theme

155 sessions

2,571 participants



1. 感覚の過敏・鈍麻のチェックリスト（330項目）

2. 本人が求める感覚の過敏・鈍麻への理解・支援チェックリスト（160
項目）

3. 学校不適応の実態と求める理解・支援（335項目）

4. スポーツ困難に関するチェックリスト（192項目）

5. スポーツ ニーズに関するチェックリスト（191項目）

6. 発達障害者の身体の不調・不 具合などの身体症状に関するチェック
リスト（665項目）

7. 「身体の動きにくさ」に関 するチェックリスト（196項目）

8. 「食」の困難・ニーズに関するチェックリスト（306項目）

9. 皮膚感覚の困難・ ニーズに関するチェックリスト（211項目）

10.調査票「睡眠の困難と理解・支援に関するチェックリスト（224項目
）

11.「食」の困難・ニーズに関する実態調査（発達障害本人対象）（136
項目）

12.「食」の困難・ニーズに関する実態調査（保護者対象）（139項目）

当事者研究のレビュー

本人調査

（東京学芸大学高橋智研究室の当事者調査）

調査協力者総数： 1327名

方法
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当事者による主観的報告のテーマ分析

12 種類 3,085 項目の質問紙
[高橋ら, 2019]

(ASD児 356名，TD児 971名)

• 感覚の過敏・鈍麻 (330)
• 感覚の過敏・鈍麻への理解・支援 (160)
• 学校不適応の実態と求める理解・支援(335)
• スポーツ困難 (192)
• スポーツニーズ (191)
• 身体の不調・不具合 (665)
• 身体の動きにくさ (196)
• 食の困難・ニーズ (306)
• 皮膚感覚の困難・ニーズ (211)
• 睡眠の困難と理解・支援 (224)
• 食の困難・ニーズ：当事者対象 (136)
• 食の困難・ニーズ：保護者対象 (139)

当事者が体験する

コミュニケーション以外の困りごと

抽出されたテーマ

[熊谷, 2017; 2018]

• 感覚過敏

• 内臓感覚と外受容感覚の統合の弱さ

• 予測誤差への過敏さ

• エピソード記憶の統合不全

環境に依存しない不変項
（インペアメント）

に関する仮説

テーマ
分析

予測符号化理論
[Friston et al., 2006; Clark, 2013]

と関連



Science News: Does autism arise because the brain is continually surprised? (2018/3/9)

ASD当事者の主観的経験と予測符号化理論



Ｃのフィードバックについて、予測からの
ずれに敏感に気付いてしまうため、発声の
制御がままならなくなりがち

発声における運動指令とフィードバック

綾屋紗月（2010）「うまく話せない当事者研究」『現代思想』38，88-93．



Lin, I.F., Mochida, T., Asada, K., Ayaya, S., Kumagaya, S., Kato, M. (2015). Atypical delayed auditory feedback effect and Lombard 
effect on speech production in high-functioning adults with autism spectrum disorder. Frontiers in human neuroscience, 9, 510.

ASDでは、遅延フィードバック（DAF）における言
いよどみ反応が大きい

ASDでは、騒音下で無意識に声が大きく長くなる
ロンバール効果が起きにくい

ASD者は、声の制御において、フィードフォワード制御よりもフィードバック
制御により強く依存している（内部モデルの構築が不十分である可能性）



［ ］内は当事者研究として出版された年を表し、
（ ）内は当事者研究を傍証する先行研究を表す。

［ ］ indicate the year of publication of Ayaya's study, and
（ ）indicate previous studies that serve as supporting evidence 

for Ayaya's study.

当事者研究による記述と学術研究の照合

綾屋紗月（2024）．「発達障害の当事者研究とその展開」カレントテラピー,42(7)．



ASDフレンドリーな情報提示

綾屋紗月．発達障害者の当事者研究．石原孝二，河野哲也，向谷地生良，編．精神医学
の哲学3精神医学と当事者．東京：東京大学出版会；2016. p. 206-224.
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面談時間を短くする 途中で仮眠をとる1人ずつ順番に話す

私（綾屋）にちょうどいいコミュニケーションのデザイン

スライド提供：綾屋紗月



身体的特徴にあった環境デザインの実現

調色調光ライト：点灯時

膜天井

before

after

残響時間グラフ



科研費基盤研究(C)「発達障害や認知症等から考える総合的な施設計画と運用に関する研究―空港を事例として」（研究分担者）

発達障害者にとってアクセシブルな空港のコ・プロダクション
36



ソーシャルマジョリティ研究：障壁となってる多数派社会を知る

37

綾屋紗月．発達障害当事者研究：当事者研究とソーシャル・マジョリティ研究の循環．情報処理．2015;56:555-557.



VRを用いた知覚疑似体験と当事者の語りの公的スティグマ低減効果

Hinshaw SP (2007) The Mark of Shame: Stigma of Mental Illness and an Agenda of Change. Oxford University Press. (石垣琢麿監訳・
柳沢圭子訳 (2017) 恥の烙印―精神的疾病へのスティグマと変化への道標― 金剛出版)
Kashihara J (2015) Examination of stigmatizing beliefs about depression and stigma-reduction effects of education by using 
implicit measures. Psychol Rep 116; 337–362.
Schomerus G, Matschinger H, Angermeyer MC (2013) Continuum beliefs and stigmatizing attitudes towards persons with schizophrenia, 
depression and alcohol dependence. Psychiat Res 209; 665–669.



ASD知覚体験ワークショップへの参加によるスティグマ軽減

• ワークショップへの参加によってASD者への不快感情が有意に減少

• 6週後も持続

不快感情 平静感情 認知 行動

下
位
尺
度
得
点
の
差
分

下
位
尺
度
得
点
の
差
分

ス
テ
ィ
グ
マ
増
加

ス
テ
ィ

グ
マ
減
少

ス
テ
ィ
グ
マ
増
加

ス
テ
ィ
グ
マ
減
少

不快感情 平静感情 認知 行動

コントロール群 (シミュレータ体験前，N=110)   

実験群 (シミュレータ体験後，N=107)

*

*

*

コントロール群＋実験群 (N=85)

結果1：スティグマ変化（当日−事前） 結果2：スティグマ変化（6週後−事前）

Tsujita, M., Homma, M., Kumagaya, S. I., & Nagai, Y. (2023). Comprehensive intervention for reducing stigma of autism spectrum disorders: 
Incorporating the experience of simulated autistic perception and social contact. PloS one, 18(8), e0288586.



• 全国の障害者支援施設の職員343名（79拠点の事業所）に対してオンラインで質
問紙調査を実施

• 拠点毎で傾向が似通う（独立していない）ため，マルチレベル媒介分析を実施

謙虚なリーダーシップ 自閉症者への差別・偏見
-.10** → -.01

心理的安全性
.64** -.14**

** p < .01, * p < .05, + p < .10

自閉症者への差別のない障害者支援施設の風土



心理的安全性とは

アイデア、質問、懸念、失敗を発言しても、このチームで
は罰せられたり辱しめられたりしないだろうという信念
Edmondson, A., and Mortensen, M. (2021-04-19). What Psychological Safety Looks Like 
in a Hybrid Workplace. Harvard Business Review.

自己イメージ、地位、キャリアを損なうのではないかと恐
れることなく、ありのままの自己をオープンにし、自分に
正直に行動することができる状態
Kahn, W. A. (1990). Psychological conditions of personal engagement and disengagement 
at work. Academy of Management Journal, 33, 692–724.



謙虚さの三要素
：リーダーが率先して自分のトリセツをつくる

①自己を正確に見ようとする(当事者研究)

②他者の強みや貢献を認める

③ティーチャビリティ

Owens, Johnson, and Mitchel (2013). Expressed Humility in Organizations. Organization Science, 24(5), 1517–1538.



こころの状態遷移
個人から少人数のグループのレベル

こころの状態

VR/AR・ロボティクスと
AI技術によるデバイス開発

（即時的・短期的な指標）

（中・長期的な指標）

電気活動

こころの状態を
踏まえた
コミュニケー
ション支援

システム神経科学・認知科学レベル

こころの機序解明

自在ホンヤク機

社会実装
発達障害、とくに、自閉スペクトラム症を
モデルケースとした「自在ホンヤク機」の実装

文科省 GIGA スクール構想端末への「自在
ホンヤク機」の実装

一般向け商品化（企業との連携により）

エクソソーム

脳・自律神経活動
個人間のコミュニケーション

言語（や思想）が生まれる仕組み

個人の人格・感情

生体内の生理現象・生体信号・情報処理

神経ネットワーク・脳情報

脳・神経における分子動態・情報伝達

ムーンショット目標９多様なこころを脳と⾝体性機能
に基づいてつなぐ「⾃在ホンヤク機」の開発
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デルファイ法を用いた

職場における自閉スペクトラム症（ASD）と定型発達者との
コミュニケーション支援技術ニーズに関する調査

デルファイ法

…複数回の定性・定量調査からなる

合意形成を図る方法。

・既存項目の精査

・新規項目の作成

本研究では、デルファイ法を用いて

A. 就労現場での、 ASDの人々と定型
発達の人々のあいだのコミュニ
ケーション上の困りごと

B. 双方のコミュニケーションを促進
する支援機器に実装すべき機能

を特定する。

Supachai Chuenjitwongsa(2017) Conduct a Delphi Study



Bresman, H., and Edmondson, A. C. (2022). Exploring the relationship between team diversity, 
psychological safety and team performance: Evidence from pharmaceutical drug development. Harvard 
Business School Working Paper, No. 22-055.

心理的安全性がダイバーシティをパフォーマンスにつなぐ

多様性指標（ジェンダー、年齢、勤続年数）

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

全チーム

心理的安全性が高い
チーム（+1SD）

心理的安全性が低い
チーム（-1SD）



● 複数企業からリクルートした462名の参加者（平均年齢35.67歳）がオンライン調査に回答
● リーダーの謙虚さが心理的安全性を高め、それによってプレゼンティーズムが低減することが示された。

Matsuo, A., Tsujita, M., Kita, K., Ayaya, S., & Kumagaya, S. I. (2024). The mediating role of psychological safety on humble leadership and 
presenteeism in Japanese organizations1. Work, 10.3233/WOR-230197. Advance online publication. https://doi.org/10.3233/WOR-230197

インクルーシブな職場の文化的環境づくり：企業



● 政府組織の職員を対象に調査
● 複数のパフォーマンス指標に

対して、リーダーの謙虚さが
心理的安全性を通して影響

● 政府組織において、高いレベ
ルの従業員エンゲージメント
とメンタルヘルスを維持しな
がら、エビデンスに基づく政
策立案（EBPM）とアジリティ
という重要な目標を達成する
方法についての重要な示唆

Kumagaya*, Matsuo*, Yui, Ayaya, Kawahara, Kashiwabara, Koto, & Kamioka (2025). Workplace psychological safety mediates the 
impact of leader humility on employee engagement and mental health in the Japanese central government. International Review 
of Public Administration. (*Equal contribution)

インクルーシブな職場の文化的環境づくり：法務省



実践上の課題
• 時間とリソース: コミュニティとの関係構築は時間を要し、全体として長期的なプロセスと持続可能性へのコミットメントが必

要 (Wilson, 2018; D’Alonzo, 2010)。

• 知識の適用可能性と規模拡大: 得られた知識はより文化的に関連性が高くなるが、他のコミュニティに適用できるか、あるいは
規模を拡大できるかについては不確実性がある (Milton et al., 2023)。

• 機関の歴史と信頼の欠如: 過去の搾取的慣行や、研究者とコミュニティメンバー間の信頼の欠如は、パートナーシップの構築を
困難にする可能性がある (Milton et al., 2023; Wilson, 2018)。

• 権力ダイナミクスと公平性: 研究者がコミュニティと関わることを選択できる権力と、学術リソースへのアクセスを認識するこ
とが重要 (Milton et al., 2023)。パートナーシップの公平性を確保するには、明確な期待、定期的なレビュー、およびプロセ
スの再交渉が必要 (Wilson, 2018)。

• 権力不均衡の是正：長期追跡研究てば「信頼と権力共有の不均衡」か持゙続的課題とされ、参加者への報酬設計や意思決定構造の
透明化か提゙案されている(Wallerstein et al.m 2020)。

• 認識的不正義: 認識的不正義には、研究成果の共有、パートナー間の理解と解釈、プロジェクト参加者への貢献の提供などが含
まれる (Lee et al., 2024)。コミュニティパートナーが共同研究者として扱われる場合、その貢献と解釈は組み込まれ、知識
は集合的に所有されると見なされるべき (Lee et al., 2024)。

• トレーニングの必要性: 学術関係者とコミュニティ関係者の両方にとって、コ・プロダクショントレーニングの機会を増やす必
要がある (Milton et al., 2023; Irby et al., 2021)。

• 資金配分と評価指標：社会科学系て当゙事者共著率か低゙い背景として、研究費配分の不均衡と査読フロ゚セスのハイ゙アスか指゙摘され
ている(Lee et al., 2024)。

• 成果の制度化：政策変更やサーヒズ改編まて至゙るケースは限定的て、゙研究期間終了後のフロ゚クラ゙ム継続性を確保する資金・制度
設計か不゙足している(Wilson, 2018)。


